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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 2004年２月10日から2024年１月15日までで

す。
運 用 方 針 中長期で信託財産の成長をはかることを目標とし

て積極的な運用を行います。

主要投資対象
きらめきジャパン

ＤＩＡＭ日本株オープン・マ
ザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。

ＤＩＡＭ日本株
オ ー プ ン ・
マザーファンド

わが国の株式を主要投資対象と
します。

運 用 方 法

マザーファンドにおいては、景気動向、金融情
勢、海外情勢等の調査に基づいた相場環境分析に
よる相場想定（トップダウン・アプローチ）によ
り、株価の値上がり期待が高いと考えられる銘柄
を厳選して組入れます。
株式全体の組入比率は、０％から100％の範囲で
弾力的に調整します。
株式の実質組入比率を調整するため、株価指数先
物取引やオプション取引の利用を行うことがあり
ます。
株式の組入比率が50％をきる場合には、短期国債
等を組入れることで有価証券の組入比率を50％以
上に維持します。
外貨建資産への投資は行いません。

組 入 制 限
株式への実質投資割合には、制限を設けません。
マザーファンド受益証券への投資には制限を設け
ません。

分 配 方 針

決算日（原則として１月15日。休業日の場合は翌
営業日。）に、経費控除後の利子、配当収入およ
び売買益（評価益を含みます。）等の中から、基
準価額水準、市況動向等を勘案して、分配金額を
決定します。ただし、分配対象額が少額の場合は
分配を行わないことがあります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

愛称：きらめき

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「きらめきジャパン」は、
2022年１月17日に第18期の決算を行
いました。ここに、運用経過等をご報告
申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

きらめきジャパン

運 用 報 告 書（全体版）
第18期<決算日2022年１月17日>
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1－　　－

きらめきジャパン

■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
14期（2018年１月15日） 30,084 0 25.4 96.1 1.4 1,374
15期（2019年１月15日） 25,142 0 △16.4 85.9 7.2 1,072
16期（2020年１月15日） 28,359 0 12.8 95.5 3.4 1,025
17期（2021年１月15日） 35,061 0 23.6 96.5 1.6 1,143
18期（2022年１月17日） 35,692 0 1.8 96.1 － 1,061

（注１）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注３）当ファンドは、少数銘柄に絞り、実質組入比率を弾力的に調整する積極運用を行うため、特定のベンチマークは設けません。
（注４）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

■当期中の基準価額の推移

年 月 日 基 準 価 額 株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2021 年 １ 月 15 日 35,061 － 96.5 1.6

１ 月 末 33,799 △3.6 95.6 △8.2
２ 月 末 34,873 △0.5 95.8 －
３ 月 末 36,631 4.5 94.2 3.3
４ 月 末 36,150 3.1 95.7 3.3
５ 月 末 36,355 3.7 97.1 －
６ 月 末 36,694 4.7 97.7 1.7
７ 月 末 35,421 1.0 97.4 △1.7
８ 月 末 36,734 4.8 98.1 －
９ 月 末 38,507 9.8 97.2 －
10 月 末 37,624 7.3 97.7 △1.7
11 月 末 36,806 5.0 96.9 －
12 月 末 36,880 5.2 96.7 △1.8

（期　末）
2022 年 １ 月 17 日 35,692 1.8 96.1 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注３）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2021年１月16日から2022年１月17日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。

基準価額の主な変動要因
　新型コロナウイルスのワクチンや治療薬の開発・普及により世界経済の正常化が進み、国内株式市場
が上昇したことから、基準価額は上昇しました。米国が金融引き締めに転じたことを背景に、組入れて
いたグロース株や新興企業株の株価が軟調に推移した一方で、景気敏感株などのバリュー株が堅調に推
移したことなどが寄与しました。

投資環境
　国内株式市場は上昇しました。前期末から2021年３月にかけては、米欧などで新型コロナウイルス
のワクチン接種が進展したことを背景に景気回復期待が高まり、堅調に推移しました。４月から当期末
にかけては、衆議院選挙での与党勝利への期待から９月に一時上昇する場面もありましたが、インフレ
懸念並びにそれを受けた米金融政策の引き締め転換に対する警戒感が重石となったことなどから、一進
一退のボックス圏での推移となりました。
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第17期末
（2021.１.15）

第18期末
（2022.１.17）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）純資産総額（右軸）

第18期首： 35,061円
第18期末： 35,692円
（既払分配金０円）
騰 落 率： 1.8％
（分配金再投資ベース）
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ポートフォリオについて
●当ファンド
　ＤＩＡＭ日本株オープン・マザーファンドの組入比率は原則として高位に維持するよう運用しました。

●ＤＩＡＭ日本株オープン・マザーファンド
　市場動向の変化に応じて機動的な運用を行いました。構成銘柄は、業績成長の確度の高いグロース株、
並びに個別の成長要因を有する中小型株の比率を高めた構成を基本としながらも、経済正常化への期待
が高まった局面や、米金融政策の引き締め転換が鮮明となった局面では、大型株や景気敏感株などのバ
リュー株の比率を引き上げました。株式組入比率は、高位を基本としつつ、相場局面に応じて引き下げ
を行うことで市場全体の下落に備える対応を行いました。

※運用状況については13～14ページをご参照ください。

分配金
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。なお、収益
分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

今後の運用方針
●当ファンド
　引き続き、ＤＩＡＭ日本株オープン・マザーファンドを高位に組入れ、実質的な運用を当該マザー
ファンドにて行います。

●ＤＩＡＭ日本株オープン・マザーファンド
　当面の株式市場は、ボックス圏での推移を予想します。高インフレへの対処として米国が金融引き締
めを急ぐ姿勢を見せており、コロナ禍での世界経済や市場を支えていた過剰流動性が急速に転換期を迎
えつつあります。世界経済は緩やかな回復局面が続くと見ていますが、政策の舵取り次第では減速リス
クにも警戒が必要になると見ています。運用方針としては、各国の政策動向や経済回復の持続性などを
注視しつつ、株式組入比率、組入銘柄共に柔軟に調整する方針で臨みます。

項目
当期

2021年１月16日
～2022年１月17日

当期分配金（税引前） －円
対基準価額比率 －％
当期の収益 －円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 25,692円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。
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■１万口当たりの費用明細

項目

第18期

項目の概要（2021年１月16日
～2022年１月17日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 648円 1.764％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は36,706円です。

（投信会社） (304) (0.827) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） (304) (0.827) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） ( 40) (0.110) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) 売買委託手数料 46 0.124 (ｂ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料

（株式） ( 45) (0.122)
（先物・オプション） (  1) (0.002)

(ｃ) その他費用 1 0.002 (ｃ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（監査費用） (  1) (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用

合計 694 1.890
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。なお、売買委託手数料は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みま
す。

（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.76％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

運用管理費用
（投信会社）
0.82％総経費率

1.76％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

その他費用
0.00％

運用管理費用
（受託会社）
0.11％
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■利害関係人との取引状況等（2021年１月16日から2022年１月17日まで）
【きらめきジャパンにおける利害関係人との取引状況等】
(1) 期中の利害関係人との取引状況

　期中の利害関係人との取引はありません。

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 1,432千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 472千円

(Ｂ)／(Ａ) 33.0％
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうちこのファンドに対応するものを含みます。

■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2021年１月16日から2022年１月17日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

Ｄ Ｉ Ａ Ｍ 日 本 株
オ ー プ ン ・ マ ザ ー フ ァ ン ド － － 17,408 138,930

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 ＤＩＡＭ日本株オープン・マザーファンド

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 2,600,339千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 1,103,018千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 2.35

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。
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■組入資産の明細
　親投資信託残高

期 首（前期末） 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
Ｄ Ｉ Ａ Ｍ 日 本 株 オ ー プ ン ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 152,862 135,454 1,061,188

(2) 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券

種 類 当 期
買 付 額

百万円
株 式 9

【ＤＩＡＭ日本株オープン・マザーファンドにおける利害関係人との取引状況等】
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 1,243 445 35.8 1,356 415 30.6

平均保有割合　100.0％
（注）平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。
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■投資信託財産の構成� 2022年１月17日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
ＤＩＡＭ日本株オープン・マザーファンド 1,061,188 99.0
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 10,389 1.0
投 資 信 託 財 産 総 額 1,071,578 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2022年１月17日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 1,071,578,569円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 10,389,832
ＤＩＡＭ日本株オープン・
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 1,061,188,737

(Ｂ) 負 債 10,237,083
未 払 信 託 報 酬 10,228,100
そ の 他 未 払 費 用 8,983

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,061,341,486
元 本 297,361,057
次 期 繰 越 損 益 金 763,980,429

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 297,361,057口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 35,692円

（注）期首における元本額は326,122,078円、当期中における追加設
定元本額は240,396円、同解約元本額は29,001,417円です。

■損益の状況
当期　自2021年１月16日　至2022年１月17日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 △986円

受 取 利 息 58
支 払 利 息 △1,044

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 39,073,741
売 買 益 44,388,746
売 買 損 △5,315,005

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △20,343,470
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 18,729,285
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 696,364,036
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 48,887,108

(配 当 等 相 当 額) (28,059,813)
(売 買 損 益 相 当 額) (20,827,295)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 763,980,429
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 763,980,429
追 加 信 託 差 損 益 金 48,887,108
(配 当 等 相 当 額) (28,059,813)
(売 買 損 益 相 当 額) (20,827,295)
分 配 準 備 積 立 金 715,094,307
繰 越 損 益 金 △986

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 18,728,729
(ｃ) 収 益 調 整 金 48,887,108
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 696,365,578
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 763,981,415
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 25,692.05
(ｇ) 分 配 金 0
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 0
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■分配金のお知らせ
　収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。
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■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
円 ％ ％ ％ 百万円

14期（2018年１月15日） 61,591 27.5 96.2 1.4 1,373
15期（2019年１月15日） 52,355 △15.0 86.1 7.2 1,069
16期（2020年１月15日） 60,113 14.8 96.3 3.4 1,017
17期（2021年１月15日） 75,607 25.8 95.5 1.6 1,155
18期（2022年１月17日） 78,343 3.6 96.1 － 1,061
（注１）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注２）当ファンドは、少数銘柄に絞り、実質組入比率を弾力的に調整する積極運用を行うため、特定のベンチマークは設けません。
（注３）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

ＤＩＡＭ日本株オープン・マザーファンド
運用報告書

第18期（決算日　2022年１月17日）
（計算期間　2021年１月16日～2022年１月17日）

　ＤＩＡＭ日本株オープン・マザーファンドの第18期の運用状況をご報告申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
信 託 期 間 2004年２月10日から無期限です。

運 用 方 針 中長期で信託財産の成長をはかることを目標として積極的な運用を行いま
す。

主 要 投 資 対 象 わが国の株式を主要投資対象とします。
主 な 組 入 制 限 株式への投資には、制限を設けません。
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■当期中の基準価額の推移

年 月 日 基 準 価 額 株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2021 年 １ 月 15 日 75,607 － 95.5 1.6

１ 月 末 72,933 △3.5 95.6 △8.2
２ 月 末 75,354 △0.3 95.8 －
３ 月 末 79,279 4.9 94.2 3.3
４ 月 末 78,351 3.6 95.8 3.3
５ 月 末 78,913 4.4 97.1 －
６ 月 末 79,765 5.5 97.7 1.7
７ 月 末 77,107 2.0 97.5 △1.7
８ 月 末 80,089 5.9 98.1 －
９ 月 末 84,054 11.2 97.2 －
10 月 末 82,271 8.8 97.7 △1.7
11 月 末 80,604 6.6 96.9 －
12 月 末 80,881 7.0 96.7 △1.8

（期　末）
2022 年 １ 月 17 日 78,343 3.6 96.1 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2021年１月16日から2022年１月17日まで）

基準価額の推移
　当期末の基準価額は78,343円となり、前期末
比で3.6％上昇しました。

基準価額の主な変動要因
　新型コロナウイルスのワクチンや治療薬の開
発・普及により世界経済の正常化が進み、国内株
式市場が上昇したことから、基準価額は上昇しま
した。米国が金融引き締めに転じたことを背景に、
組入れていたグロース株や新興企業株の株価が軟
調に推移した一方で、景気敏感株などのバリュー
株が堅調に推移したことなどが寄与しました。

投資環境
　国内株式市場は上昇しました。前期末から2021年３月にかけては、米欧などで新型コロナウイルス
のワクチン接種が進展したことを背景に景気回復期待が高まり、堅調に推移しました。４月から当期末
にかけては、衆議院選挙での与党勝利への期待から９月に一時上昇する場面もありましたが、インフレ
懸念並びにそれを受けた米金融政策の引き締め転換に対する警戒感が重石となったことなどから、一進
一退のボックス圏での推移となりました。

ポートフォリオについて
　市場動向の変化に応じて機動的な運用を行いました。構成銘柄は、業績成長の確度の高いグロース株、
並びに個別の成長要因を有する中小型株の比率を高めた構成を基本としながらも、経済正常化への期待
が高まった局面や、米金融政策の引き締め転換が鮮明となった局面では、大型株や景気敏感株などのバ
リュー株の比率を引き上げました。株式組入比率は、高位を基本としつつ、相場局面に応じて引き下げ
を行うことで市場全体の下落に備える対応を行いました。

（円）

第17期末
(2021.１.15)

第18期末
(2022.１.17)

65,000

70,000

75,000

80,000

85,000
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<基準価額の推移>
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【運用状況】
（注１）組入比率は純資産総額に対する割合です。
（注２）業種は東証33業種分類によるものです。

○組入上位10業種
期首（前期末）
No. 業種 組入比率
1 電気機器 22.3％
2 情報・通信業 12.3
3 機械 6.9
4 輸送用機器 6.6
5 化学 6.0
6 医薬品 5.7
7 サービス業 4.3
8 銀行業 3.5
9 小売業 3.4
10 不動産業 2.7

期末
No. 業種 組入比率
1 電気機器 21.8％
2 情報・通信業 9.6
3 化学 9.6
4 輸送用機器 8.8
5 サービス業 5.1
6 銀行業 4.9
7 機械 4.7
8 卸売業 3.7
9 保険業 3.3
10 医薬品 2.6

○組入上位10銘柄
期首（前期末）
No. 銘柄名 通貨 比率
１ ソニー 日本・円 3.1％
２ イビデン 日本・円 2.5
３ 日本電産 日本・円 2.3
４ 東京エレクトロン 日本・円 2.3
５ エムスリー 日本・円 2.2
６ ソフトバンクグループ 日本・円 2.1
７ アドバンテスト 日本・円 2.1
８ 日本製鉄 日本・円 1.9
９ 信越化学工業 日本・円 1.8
10 商船三井 日本・円 1.7

組入銘柄数 105銘柄

期末
No. 銘柄名 通貨 比率
１ ソニーグループ 日本・円 4.3％
２ トヨタ自動車 日本・円 4.0
３ デンソー 日本・円 2.5
４ 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本・円 2.3
５ 三井住友フィナンシャルグループ 日本・円 2.1
６ 富士フイルムホールディングス 日本・円 2.0
７ 富士電機 日本・円 2.0
８ イビデン 日本・円 2.0
９ 第一生命ホールディングス 日本・円 2.0
10 日立製作所 日本・円 2.0

組入銘柄数 106銘柄
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今後の運用方針
　当面の株式市場は、ボックス圏での推移を予想します。高インフレへの対処として米国が金融引き締
めを急ぐ姿勢を見せており、コロナ禍での世界経済や市場を支えていた過剰流動性が急速に転換期を迎
えつつあります。世界経済は緩やかな回復局面が続くと見ていますが、政策の舵取り次第では減速リス
クにも警戒が必要になると見ています。運用方針としては、各国の政策動向や経済回復の持続性などを
注視しつつ、株式組入比率、組入銘柄共に柔軟に調整する方針で臨みます。

△20

0

20

40

60

80

100

期首 期末

（％）

2021/3/31 6/30 9/30 12/30

現物比率 先物比率 株式実質組入比率

<月末組入比率の推移>
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■１万口当たりの費用明細
項 目 当 期 項 目 の 概 要金 額 比 率

(ａ) 売 買 委 託 手 数 料 99円 0.124％ (ａ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
（株 式） (97) (0.122) 売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料
（先物・オプション） (2) (0.002)
合 計 99 0.124

期中の平均基準価額は79,862円です。
（注１）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注２）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買及び取引の状況（2021年１月16日から2022年１月17日まで）
(1) 株　式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

千株 千円 千株 千円
国 内 上 場 495.4 1,243,589 553.64 1,356,750(18.14) (－)

（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は、株式分割、増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

(2) 先物取引の種類別取引状況

種 類 別 買 建 売 建
新 規 買 付 額 決 済 額 新 規 売 付 額 決 済 額

国
内

百万円 百万円 百万円 百万円
株 式 先 物 取 引 116 133 680 683

（注）金額は受渡代金です。
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■利害関係人との取引状況等（2021年１月16日から2022年１月17日まで）
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 1,243 445 35.8 1,356 415 30.6

(3) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 1,432千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 472千円

(Ｂ)／(Ａ) 33.0％

(2) 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券

種 類 当 期
買 付 額

百万円
株 式 9

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 当 期

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 2,600,339千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 1,103,018千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 2.35

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。
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■組入資産の明細
　国内株式

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
鉱業（1.8％）
ＩＮＰＥＸ － 15.9 17,855
建設業（2.5％）
ウエストホールディングス － 1.4 4,774
コムシスホールディングス 1.9 － －
清水建設 4.3 － －
ライト工業 － 5.6 10,684
エクシオグループ － 4 9,796
食料品（1.7％）
森永乳業 － 0.6 3,264
アサヒグループホールディングス － 1.3 6,091
味の素 － 2.2 7,376
ＳＴＩフードホールディングス 1.3 0.1 238
繊維製品（1.4％）
東レ 19.4 18.8 13,964
化学（10.0％）
信越化学工業 1.1 0.9 17,518
三菱瓦斯化学 － 2.6 5,486
三井化学 3.7 － －
ＪＳＲ － 2.9 11,643
大阪有機化学工業 4.3 1.8 6,219
恵和 － 2.1 12,474
ＡＤＥＫＡ － 4.4 11,044
第一工業製薬 0.4 － －
富士フイルムホールディングス － 2.6 21,684
上村工業 － 2.1 12,663
タカラバイオ 3.7 1.2 3,016
ユニ・チャーム 1.7 － －
医薬品（2.7％）
塩野義製薬 1 1.5 11,220
中外製薬 1.4 1.4 5,231
エーザイ 0.5 － －
ＪＣＲファーマ 2.5 － －
第一三共 2.4 4.2 11,256
大幸薬品 6.1 － －
ペプチドリーム 2 － －
ヘリオス 4.8 － －
モダリス 1.5 － －
ガラス・土石製品（－％）
ＡＧＣ 3.3 － －
鉄鋼（0.8％）
日本製鉄 15.8 3.8 8,266
非鉄金属（1.4％）
住友金属鉱山 3.7 0.6 3,029
住友電気工業 4.9 － －
フジクラ － 18.8 11,580
金属製品（0.5％）
ＬＩＸＩＬ － 1.7 4,845
機械（4.9％）
オークマ 0.9 － －
芝浦機械 － 1.9 7,391
ＮＩＴＴＯＫＵ 2.6 － －

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ディスコ 0.2 － －
ＳＭＣ 0.2 0.1 6,749
日精エー・エス・ビー機械 2.5 － －
ＴＯＷＡ － 4 11,720
クボタ 6.1 － －
ダイキン工業 － 0.4 10,180
ＣＫＤ － 2.2 4,956
日本ピラー工業 － 2.6 8,983
三菱重工業 3.4 － －
電気機器（22.6％）
イビデン 5.8 3.1 20,770
日立製作所 3.7 3.1 20,717
富士電機 4 3.4 21,318
安川電機 2 － －
日本電産 2 1.1 13,453
リバーエレテック － 1.9 2,175
日本電気 1.2 － －
富士通 0.4 － －
アンリツ 1.5 － －
ソニーグループ 3.4 3.2 45,552
ＴＤＫ 0.8 2.5 11,400
アドバンテスト 2.7 － －
キーエンス － 0.3 18,660
日置電機 － 1.2 9,468
シスメックス － 0.3 3,421
レーザーテック 1 0.3 8,857
ファナック － 0.5 11,450
ローム － 0.6 6,564
浜松ホトニクス － 1.5 9,330
村田製作所 1.5 0.9 8,190
小糸製作所 1.6 － －
東京エレクトロン 0.6 0.3 19,653
輸送用機器（9.2％）
豊田自動織機 1.1 1.5 14,595
デンソー 2.7 2.7 26,681
川崎重工業 4.3 － －
トヨタ自動車 2.4 17.4 42,160
本田技研工業 3.3 2.8 9,931
豊田合成 4.7 － －
精密機器（2.6％）
オリンパス － 4.7 11,169
ＨＯＹＡ 0.8 0.7 10,874
朝日インテック － 2 4,236
その他製品（1.6％）
ブシロード 0.6 － －
ニホンフラッシュ 7.1 － －
任天堂 0.2 0.3 15,834
電気・ガス業（0.1％）
イーレックス － 0.6 987
陸運業（1.2％）
東海旅客鉄道 1.2 0.8 11,796
西武ホールディングス 6.8 － －
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銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
海運業（1.1％）
商船三井 6.4 1.2 11,364
空運業（0.3％）
日本航空 2.7 1.4 3,025
情報・通信業（10.0％）
コーエーテクモホールディングス 1.8 － －
ＧＭＯペイメントゲートウェイ 1 0.3 3,228
チェンジ 0.5 2.2 3,434
ニューラルポケット 0.1 － －
プレイド 2.9 － －
ココペリ 0.7 0.1 158
ヤプリ 0.9 － －
野村総合研究所 3.2 3.8 17,119
シンプレクス・ホールディングス － 3.3 8,009
ＩＰＳ 2.2 5 9,930
ミンカブ・ジ・インフォノイド 0.5 2.3 5,393
ＢＡＳＥ 0.4 － －
マクアケ 0.2 － －
ＪＭＤＣ 0.4 0.5 2,850
Ｚホールディングス 16.6 10 6,080
トレンドマイクロ － 1.3 7,540
伊藤忠テクノソリューションズ 1.5 － －
ネットワンシステムズ 2.5 － －
日本電信電話 － 4.2 13,788
ＫＤＤＩ 2.7 2.8 9,982
ＴＫＣ 0.8 － －
ソフトバンクグループ 2.9 2.6 14,378
卸売業（3.8％）
松田産業 － 0.2 474
伊藤忠商事 2.4 3 10,569
三菱商事 － 3.7 14,670
岩谷産業 2.1 － －
バリュエンスホールディングス 2.4 － －
ミスミグループ本社 － 3.2 13,248
小売業（2.1％）
くら寿司 0.9 － －
ウエルシアホールディングス 1 0.5 1,627
セブン＆アイ・ホールディングス － 0.9 4,673
ＦＯＯＤ　＆　ＬＩＦＥ　ＣＯＭＰＡＮＩＥＳ － 1.3 4,771
ＨＹＵＧＡ　ＰＲＩＭＡＲＹ　ＣＡＲＥ － 2 9,970
パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 3.9 － －
フジ・コーポレーション 2.8 － －
交換できるくん － 0.1 266
ニトリホールディングス 0.3 － －
ファーストリテイリング 0.1 － －
銀行業（5.1％）
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 36.7 33.9 24,255

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
三井住友フィナンシャルグループ 5.1 5.2 22,406
ふくおかフィナンシャルグループ 2 2.3 5,283

証券、商品先物取引業（0.5％）
ＳＢＩホールディングス 3.3 － －
ジャフコ　グループ － 0.8 5,064
保険業（3.5％）
ライフネット生命保険 2.6 － －
ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス － 3.7 14,681
第一生命ホールディングス 11.3 7.7 20,736
その他金融業（1.4％）
オリックス 8.6 5.4 13,821
不動産業（2.3％）
オープンハウスグループ 3.5 0.1 606
アグレ都市デザイン － 0.1 149
ＧＡ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ 0.3 － －
アズーム － 0.6 3,516
三井不動産 － 2.2 5,078
三菱地所 6.9 － －
東京建物 － 6.3 10,647
カチタス 1.2 0.8 3,024
サービス業（5.3％）
日本Ｍ＆Ａセンターホールディングス 0.6 0.4 930
ＵＴグループ － 1.2 4,446
セントケア・ホールディング 3.3 － －
エムスリー 2.5 － －
ジャパンベストレスキューシステム － 5.8 4,953
バリューコマース 2.4 － －
ラウンドワン － 9.3 12,062
リソー教育 29.9 2 672
サイバーエージェント － 1.8 3,297
弁護士ドットコム 0.1 － －
ＫｅｅＰｅｒ技研 0.5 0.5 973
リクルートホールディングス － 2.6 15,899
エアトリ － 0.5 1,212
ベイカレント・コンサルティング － 0.1 4,210
ＬＩＴＡＬＩＣＯ － 1.3 4,121
リベロ － 0.6 1,231

千株 千株 千円
合 計 株 数 ・ 金 額 362.6 322.5 1,020,277

銘柄数<比率> 105銘柄 106銘柄 <96.1％>
（注１）銘柄欄の（　）内は、期末の国内株式評価総額に対する各業

種の比率です。
（注２）合計欄の<　>内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率

です。
（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。
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■投資信託財産の構成� 2022年１月17日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 1,020,277 95.4
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 49,674 4.6
投 資 信 託 財 産 総 額 1,069,952 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2022年１月17日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 1,069,952,114円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 32,125,213

株 式(評価額) 1,020,277,340

未 収 入 金 16,479,461

未 収 配 当 金 1,070,100

(Ｂ) 負 債 8,766,347

未 払 金 8,766,347

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,061,185,767

元 本 135,454,187

次 期 繰 越 損 益 金 925,731,580

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 135,454,187口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 78,343円
（注１）期首元本額� 152,862,934円

追加設定元本額� 0円
一部解約元本額� 17,408,747円

（注２）期末における元本の内訳
きらめきジャパン� 135,454,187円
期末元本合計� 135,454,187円

■損益の状況
当期　自2021年１月16日　至2022年１月17日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 19,091,504円

受 取 配 当 金 19,076,634
受 取 利 息 88
そ の 他 収 益 金 20,905
支 払 利 息 △6,123

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 30,049,467
売 買 益 207,023,007
売 買 損 △176,973,540

(Ｃ) 先 物 取 引 等 取 引 損 益 △4,772,390
取 引 益 4,723,120
取 引 損 △9,495,510

(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 44,368,581
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 1,002,884,252
(Ｆ) 解 約 差 損 益 金 △121,521,253
(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 925,731,580

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 925,731,580
（注１）(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引損益は期末の

評価換えによるものを含みます。
（注２）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。
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